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５章　野菜類

ミズナ　英名：Potherb Mustard　分類：アブラナ科アブラナ属に属する野菜
　学名：Brassica rapa L. var. laciniifolia

・�原産地：日本原産のツケナで、京都を中心に古くから栽培されていた。ミズナの名称は当
時の栽培方法に由来し、畝間に水を入れて栽培する「水入り菜」からきている。
・温度適応性：涼しい気候を好む。
・発芽適温：15 ～ 35℃。
・生育適温：20 ～ 25℃、生育温度は 5～ 35℃。
・光適応性：比較的弱い光にも耐えるが、軟弱徒長気味になることが多い。
・土壌適応性：土壌適応性は広いが、通気、排水性がよく適湿を保ちやすい土壌がよい。
・土壌酸度適応性：弱酸性～中性（ph5.2 ～ 6.8）。
・花芽分化と抽苔：種子春化型（シードプラントバーナリゼーション）
発芽直後から低温に感応し、花芽分化が起こり、分化後はやや高温で抽苔が促進される。ミ
ズナの花芽分化は、低温によって誘起され、感応限界温度は 12 ～ 13℃、最も敏感な低温域
は 5～ 7℃前後とみられ、この温度域に 20 日以上遭遇すると花芽分化する。低温感応性や
抽苔の早晩性は、品種間差が見られる。

・作型別栽培方法
（１）�夏まき栽培：雨よけ栽培を基本とし、播種前に遮光資材を展張して地温や気温の上昇、

土壌水分の変化を抑え、一斉発芽を促す。発芽揃い後は、遮光資材を除去し軟弱徒長を
防止する。また、栽植距離を広くとり、株張りを促すことが重要である。

（２）�秋まき栽培：「大株どり」の最も基本となる作型。晩夏に播種し、初霜季以降に収穫する。
寒さにさらされることで甘味が増し、ミズナ本来の味や特長が発揮される作型である。
収穫物の大きさは「大株どり」で 2～ 3kg が基本となるが、1～ 1.5kg 程度も多い。

（３）�冬まき栽培：ハウス栽培やトンネル栽培を基本とし、播種後、不織布をべたがけして保
温を行い、生育促進と抽苔防止を図る。早春どりの栽培では、抽苔の回避やハウスの回
転率を上げるため、トレイ育苗による移植栽培が有効である。育苗時は、抽苔回避のた
め最低気温が 13℃以下にならないように保温し、日中は 25℃以上にならないように換
気する。


